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小６ 中１ 中２

中１ 中２ 中３

中２ 中３

中３

学年部
課題を意識した授業の在
り方の共有
「書く」ことを意識した帯タ
イム・補充学習の徹底

中間試験で検証
問題を実施

期末試験で検証
問題を実施

研究主任
校内研修（課題を意識した
授業についてのイメージ
の共有）

授業公開
アンケートの実施
による取組の検
証（12月末）

アンケートの実施
による取組の検
証（２月末）

教務主任
スケジュールの
掲示（9月上旬ま
で）

改善計画の共有 授業観察
経営会において２
学期の取組の成果
と課題をまとめる

経営会において２
学期の取組の成果
と課題をまとめる

教頭

経営会議で年度末
までの取組につい
て協議（9月上旬）

スケジュール管
理 授業観察

3学期の取組の
具体の共有（12
月末）

３学期の取組の
確認（１月13日ま
で）

国語

社会

算数・数学

理科

英語

＜具体策＞
 場面を意識しながら，聞きたい内容を正しい疑問文で
質問する活動や，内容についての読み取りで根拠とな
る部分に線を引かせる活動を取り入れる。読み取った
根拠となる単語や表現に注目させる指導を継続して行
う。

＜定着に向けて＞
・授業の中で，自分の言葉で考えを書く、説明する場
を設定。

＜定着に向けて＞
小テスト等でくり返し学習をさせる。

＜定着に向けて＞
授業の中で繰り返しプリント学習を行う。

＜定着に向けて＞
電気用図記号の小テストや回路図の演習問題の定期
的な実施

＜定着に向けて＞
　ペアでの会話を繰り返し行う。
　小テスト等で定着を図る。

＜具体策＞
・一人称，三人称の理解
・登場人物の正確な把握（プロフィールの確認，人物
関係の理解，人物の心情を根拠を明確にして正確に
読み取る）

＜具体策＞
 歴史上の人物や業績などを用語として捉えさせるの
ではなく、流れの中で、なぜそれをしたのか、など思考
させ捉えさせる。

＜具体策＞
　二次関数の学習において，変域の意味や表し方に
ついて学習し，既習事項と関連かせる。

＜具体策＞
 回路図の書き方は技術科でも取り扱う内容なので，
教科間で連携して授業を行う。

平成３０年度各学年における検証改善サイクル スケジュール　～学力調査等との関連から～

尾道市立高西中学校

各学力調査の分析及び、年度末ま
での計画を具体化する。（9月7日ま
で）

課題を意識した授業の工夫を全員
が行っている。（２月末） め

ざ
す
児
童
生
徒
の
姿
の
達
成

次
年
度
の
目
標
の
設
定

検証テスト

4/12 市調査 結果分析 課題改善に向けた取組

6/１２～２２ 「基礎・基本」質問紙 「全国」プレテスト結果分析 課題改善に向けた取組 課題改善に向けた取組

4/17 「全国」調査 検証問題
課題改善、高校入試に向けた取組採点・結果分析 課題改善に向けた取組

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
自
校
採
点
及
び
分
析

課題となった設問、領域等の改善

課題となった設問、領域等の改

善に向けた授業改善

課題となった設問、領域等

全国学力

国語 領域（Ｂ３二 ）正答率（62.3 ）無答率（ 0.0  ）

数学 領域（9（2））正答率（40.2）無答率（ 10.7 ）

理科 領域（6(1)）正答率（53.3）無答率（ 0.0 ）

市学力調査

国語 領域（4(2)  ）正答率（37.6 ）無答率（ 15.2 ）

数学 領域（5(2)  ）正答率（54.4 ）無答率（ 4.0 ）

理科 領域（10(1)）正答率（64.0）無答率（ 9.7 ）

社会 領域（ 3(2) ）正答率（56.4）無答率（ 16.8 ）

課題となった設問、領域等

全国学力

国語 目標値（70.0）実施後（ ）

数学 目標値（65.0）実施後（ ）

理科 目標値（70.0）実施後（ ）

検証問題

課題となった設問、領域等の改善

課題となった設問、領域等の改

善に向けた授業改善

学びの変革に向けた授業改善


